
市制45周年

新首都
｢東京から東濃へ｣

９月25日､ 市民図書館前で､ 中国内蒙古出身
のリポーさんによる馬頭琴の演奏が行われました｡
十六夜の月光のもと､ 300人の聴衆は幻想的な

一時を過ごしました｡

主 な 内 容
Ｐ２ 美濃中山道フェスティバル Ｐ８ 教育委員会
Ｐ３ わたしたちの介護保険 Ｐ11 市職員給与等の公表
Ｐ４ 第４回市議会定例会 Ｐ13 保健センター
Ｐ６ みんなの広場 Ｐ14 ごみ収集日

としょかんホームコンサート

平成11年(1999)��-��№９８０
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��月��日�
同時開催
中山道特産市

と き とこ
ろ

大湫小学校
グランド

牧牧野野太太鼓鼓 木木曽曽踊踊りり

薬薬師師祭祭礼礼 風風流流おおどどりり

☆みどころ JR釜戸駅をスタート､ 紅
葉にそまる竜吟の滝､ 竜吟湖､ 中山道琵
琶峠の石畳､ 八瀬沢一里塚から大湫宿へ｡

����������������
ウォーキング
９時～16時00分

◆Ａコース／JR釜戸駅スタート �
竜吟の滝 � 大湫宿 � JR釜戸駅

☆距離約11km､ 所要約３時間

◆Ｂコース／JR瑞浪駅スタート �

バス �細久手宿 �大湫宿 �JR釜戸駅
☆徒歩約10km､ 所要約３時間

哀愁を秘めた踊り､ 時代を超えたリズムが人の心を揺さぶる

郷土芸能フェスティバル( )
12時～15時 大湫宿本陣跡( )

出 演
①跡部踊り念仏 (佐久市)
②追分節 (軽井沢町)
③木曽踊り (木曽福島町)
④牧野太鼓 (美濃加茂市)
⑤中津川風流おどり
かやの木連 (中津川市)
⑥毛呂窪民芸 (恵那市)
⑦御嵩町薬師祭礼

(御嵩町)
⑧大湫太鼓 (瑞浪市)

時代装束ラリー
参加者募集！
照会先＝商工課 �68－2111

平成11年10月15日

☆みどころ JR瑞浪駅からバスで細久
手宿へ｡ そこで尾州藩御用絵師文洲の絵
を観賞し､ 弁天池､ 琵琶峠､ 大湫宿へ｡
(８時30分～10時30分まで､瑞浪駅北から
細久手公民館へ無料バスが出ています)

※どちらも､ 歴史と文化に触れ､ 自然に
親しめるファミリーコースです｡

江戸から明治へと､ 宿場は長い刻の流れの中､ 多
くの旅人を迎え送り出して来ました｡ その時代時代
をとおりすぎた旅人の服装で､ 仮装をして参加して
みませんか｡ 素敵なアイデアをお待ちしています｡
芸能フェスティバルの舞台で披露します｡
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わたしたちの介護保険⑦

要介護認定の申請受付が始まりました

林介護保険室長

市民対話集会'99
午後7時～8時30分 (参加自由)

● 10月18日� 日吉コミュニティーセンター
● 10月21日� 総合文化センター
● 10月27日� 釜戸公民館

来年４月から実施される介護保険で､ 対象者がどれだけの介護を受けられるか
を決める要介護認定の受付が10月よりスタートしました｡ 新しい制度のため､ 導
入には､ 市民のみなさんのご理解と制度に対する信頼が不可欠です｡
現在､ 介護保険説明会を 『いつでも､ どこでも』 を基本に実施しています｡
地区での出前講座の依頼や個人的な質問など､ 気軽に問い合わせください｡
問い合わせ 介護保険室 �内線���・���

介護保険の被保険者は､ 第１号被保険者 (65歳以上) と第２号被保険者 (40歳～64歳)
の２つのグループから構成されます｡
今回は､ ｢第２号被保険者｣ について説明します｡

◆第２号被保険者とはどんな人？

40歳から64歳までの医療保険に加入している人です｡

◆どんな人が申請の対象となるの？ (要介護認定申請)

初老期の痴ほう､ 脳血管障害 (脳出血・脳梗塞等) など老化にともなって生じる病気

(特定疾病) が､ 原因で日常生活を送るために､ 介護や支援が必要となった人です｡

なお､ 交通事故や特定疾病以外で介護が必要となった場合は､ 介護保険のサービスは受

けられません｡

◆特定疾病 (15種類) とは？ ①初老期の痴ほう (アルツハイマー症､ 脳血管性痴ほう等)

②脳血管疾患 (脳出血､ 脳梗塞等) ③筋萎縮性側索硬化症 ④パーキンソン病 ⑤脊

髄小脳変性症 ⑥シャイ・ドレーガー症候群 ⑦糖尿病性腎症､ 糖尿病性網膜症､ 糖尿

病性神経障害 ⑧閉塞性動脈硬化症 ⑨慢性閉塞性肺疾患 (肺気腫､ 慢性気管支炎､ 気

管支喘息､ びまん性汎細気管支炎) ⑩両側の膝関節または股関節に著しい変形を伴う

変形性関節症 ⑪慢性関節リウマチ ⑫後縦靭帯骨化症 ⑬脊柱管狭窄症 ⑭骨折を伴

う骨粗しょう症 ⑮早老症 (ウェルナー症候群)

★申請については､ 掛かり付け医にご相談の上､ 介護保険室までご連絡ください｡

ご相談ください
～高齢者が住み慣れた家で安心して暮らせるために～

◆在宅介護支援センターとは

在宅で高齢者を介護される方々が､ 気軽に専門家 (社会福祉士､ 看護婦) に相談でき､

希望にあった保健・福祉サービスを紹介し､ 総合的にサービスが受けられるように調整を

行ったり､ 利用手続きを代行したりする機関です｡ 電話や面接による相談はもちろん､ 訪問

相談を行っており､ 夜間など緊急の相談などにも対応できるよう24時間受け付けています｡

問い合わせ先 ・みずなみ陶生苑在宅介護支援センター (釜戸町) ���－����
・ハートピア在宅介護支援センター (樽上町) ���－����
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会会会
期期期
日日日
程程程

����� � ���� � ���� � ���� � ����条条条
例例例
案案案
件件件

予予予
算算算
案案案
件件件

人人人
事事事
案案案
件件件

そそそ
ののの
他他他
ののの
案案案
件件件

平
成
11
年
第
四
回
市
議
会
定
例
会
が
、

９
月
６
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で
の
19
日

間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

条
例
案
件
四
件
、
人
事
案
件
三
件
、

予
算
案
件
五
件
、
そ
の
他
案
件
六
件
、

認
定
案
件
二
件
、
議
員
発
議
三
件
、
請

願
一
件
の
合
計
二
十
四
件
が
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
採
択
す
べ

き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
６
日

本
会
議

(

諸
般
の
報
告
、

会
期
の
決
定
、
議

案
上
程)

９
月
13
日

本
会
議(

市
政
一
般
質
問)

９
月
14
日

本
会
議(

市
政
一
般
質
問
、

議
案
質
疑
、
委
員

会
付
託)

９
月
16
日

委
員
会

(

総
務
文
教
委
員
会)

９
月
17
日

委
員
会(

市
民
福
祉
委
員
会)

９
月
20
日

委
員
会(

経
済
建
設
委
員
会)

９
月
24
日

本
会
議

(

委
員
長
報
告
、

追
加
議
案
上
程
、

議
案
質
疑
、
討
論
、

採
決)

●
瑞
浪
市
生
活
安
全
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�
犯
罪
、
事
故
等
を
防
止
す
る
た
め
、

市
民
の
自
主
的
な
安
全
活
動
の
推
進

と
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

安
全
で
住
み
よ
い
社
会
の
実
現
を
図

る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
も
の�

●
瑞
浪
市
納
税
組
合
奨
励
金
交
付
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�
昭
和
二
十
九
年
に
施
行
さ
れ
た
条
例

を
平
成
十
二
年
三
月
を
も
っ
て
廃
止

す
る
も
の�●瑞浪市市営

住
宅
家
賃
納
入
促
進
組

合
奨
励
金
交
付
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

�
昭
和
三
十
五
年
に
施
行
さ
れ
た
条
例

を
平
成
十
二
年
三
月
を
も
っ
て
廃
止

す
る
も
の�●瑞浪市廃棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

�
従
来
の
市
の
ご
み
袋
、
大
三
十
枚
入

り
四
九
四
円
に
、
新
た
に
小
三
十
枚

入
り
四
二
六
円
を
加
え
、
二
種
類
と

す
る
も
の�

●
瑞
浪
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

�
教
育
委
員
会
委
員
河
野
文
吾
さ
ん
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
小
栗
幸
江
さ
ん

(

日
吉
町
七
五
五
七
番
地
の
四
、
51

歳)

を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同

意
を
求
め
る
も
の�●人権擁護委員の候

補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

�
人
権
擁
護
委
員
岩
島
康
文
さ
ん
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
同
氏
を
引
き
続
き

推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
を
求

め
る
も
の�●人権擁護委

員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

�
人
権
擁
護
委
員
伊
藤
典
子
さ
ん
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
中
島
惠
子
さ
ん

(

陶
町
猿
爪
三
三
四
番
地
の
一
四
、

52
歳)

を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
る
も
の�●

平
成
十
一
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補

正
予
算

(

第
二
号)

�
一
般
会
計
予
算
を
六
億
八
千
二
百
十

万
円
増
額
し
、
総
額
を
百
三
十
三
億

七
千
四
百
二
十
万
円
と
す
る
も
の�

●
平
成
十
一
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
一
号)

�
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

を
百
六
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を
二

十
六
億
八
十
万
円
と
す
る
も
の�

●
平
成
十
一
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
一
号)

�
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

を
二
千
万
円
増
額
し
、
総
額
を
五
億

七
百
五
十
万
円
と
す
る
も
の�

●
平
成
十
一
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
一
号)

�
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
を
三

千
六
百
二
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を

七
億
千
八
百
九
十
万
円
と
す
る
も
の�

●
平
成
十
一
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算

(

第
一
号)

�
瑞
浪
市
水
道
事
業
会
計
予
算
の
う
ち
、

資
本
的
支
出
を
五
百
三
十
万
円
増
額

し
て
総
額
を
四
億
二
百
万
円
と
す
る

も
の�●

岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

�
組
合
を
組
織
す
る
一
部
事
務
組
合
の
統

合
に
よ
る
広
域
連
合
加
入
に
伴
い
、
規

約
を
改
正
す
る
も
の�●東濃西部広域行政事

務
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

�
広
域
で
共
同
処
理
を
す
る
事
務
の
一
部

削
除
に
伴
い
規
約
を
変
更
す
る
も
の�

平成11年10月15日
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議議議
員員員
発発発
議議議

認認認
定定定
案案案
件件件

請請請

願願願

生生生
活活活
安安安
全全全
条条条
例例例

▲10／２ 瑞浪市民交響楽団創立10周年記念演奏会
総合文化センター

▲10／２ 手作りウインナー教室
日吉公民館

▲10／１ コミュニティバス
運行開始

●
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約

の
改
正
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

�
広
域
の
不
燃
性
廃
棄
物
処
理
場
施
設

及
び
建
物
を
平
成
十
二
年
四
月
か
ら

多
治
見
市
に
移
管
す
る
も
の�

●
多
治
見
市
外
十
四
市
町
村
伝
染
病
予

防
組
合
の
解
散
に
つ
い
て

�
伝
染
病
予
防
法
が
廃
止
さ
れ
、
感
染

症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
従
前
の
事
務
を

廃
止
す
る
も
の�●多治見市外十四

市
町
村
伝
染
病
予

防
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に

つ
い
て

�
組
合
の
解
散
に
伴
い
、
財
政
調
整
基

金
を
十
五
市
町
村
に
還
付
す
る
も
の�

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

�
日
吉
保
育
園
線
ほ
か
３
路
線
を
市
道

と
し
て
認
定
す
る
も
の�●

平
成
十
年
度
岐
阜
県
六
市
競
輪
組
合

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
維
持

に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て �

現
行
の
公
立
小
中
学
校
事
務
職
員
及

び
学
校
栄
養
職
員
に
係
る
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
を
維
持
さ
れ
る
よ

う
政
府
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の�

●
道
路
特
定
財
源
制
度
の
堅
持
に
関
す

る
意
見
書
に
つ
い
て

�
道
路
整
備
を
緊
急
か
つ
計
画
的
に
行

う
た
め
、
受
益
者
負
担
・
原
因
者
負

担
の
考
え
方
に
基
づ
く
現
行
の
道
路

特
定
財
源
制
度
を
堅
持
す
る
よ
う
政

府
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の�

●
閉
会
中
の
調
査
及
び
委
員
派
遣
承
認

要
求
に
つ
い
て

�
瑞
恵
バ
イ
パ
ス
促
進
特
別
委
員
会
、

首
都
機
能
移
転
対
策
特
別
委
員
会
、

研
究
学
園
都
市
特
別
委
員
会
、
小
里

川
ダ
ム
・
新
丸
山
ダ
ム
特
別
委
員
会

の
委
員
を
、
議
会
閉
会
中
に
調
査
の

た
め
派
遣
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
承

認
を
求
め
る
も
の�●

公
立
小
中
学
校
事
務
職
員
・
栄
養
職

員
に
対
す
る
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
維
持
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願

(

平
成
11
年
10
月
１
日
施
行)

住
民
相
互
の
連
帯
意
識
の
希
薄
化
、

無
関
心
層
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、
か
つ

て
地
域
社
会
が
伝
統
的
に
持
っ
て
い
た

自
主
防
犯
機
能
が
低
下
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
生
活
に
身
近
な
脅
威

を
及
ぼ
す
犯
罪
が
増
加
し
、
住
民
の
間

に
不
安
感
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

犯
罪
、
事
故
等
に
よ
る
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
安
全

意
識
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
て
、
市
民

自
身
に
よ
る
自
主
的
な
生
活
安
全
活
動

を
、
行
政
機
関
・
団
体
等
の
積
極
的
な

連
携
と
支
援
の
も
と
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
連
帯

感
、
相
互
扶
助
、
共
同
意
識
も
強
ま
り
、

高
齢
者
や
弱
者
に
や
さ
し
い
地
域
社
会

づ
く
り
、
地
域
の
活
性
化
に
も
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
①
広
報
・

啓
発
活
動
、
②
防
犯
灯
の
設
置
、
防
犯

機
器
の
普
及
、
③

『

瑞
浪
市
生
活
安
全

協
議
会』

を
設
置
・
開
催
し
、
提
言
に

基
づ
い
た
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
安
全
で
す
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
実
現
に
向
け
、
み
な
さ
ん
で
努
力
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課�
内
線
３
２
２
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６

安藤 美
み

生
を

さん 柴田 晃
こう

佑
すけ

くん
(２歳) 宮前町 (３歳) 山田町

－宮前児童館－

善

意

11月３日 文化施設４館を無料開放
国民文化祭･ぎふ99 『サイエンスフェア』 の
開催に伴い､ 市民公園内の化石博物館・陶磁
資料館・市之瀬�太記念美術館・地球回廊の
４館を無料開放します｡������������������������������

介護必見� 納税組合奨励金制度廃止について
地
域
で
支
え
る

陶す
え

宅
老
所

｢

い
ち
に
の
さ
ん｣

岐
阜
テ
レ
ビ
放
映

10
月
19
日�午後６時10

分
〜

縁
側
で
の
語
ら
い
が
復
活
し
ま

し
た
。
高
齢
者
が
生
き
生
き
と

集
う
場
所
が
宅
老
所
で
す
。

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◎
瑞
浪
小
学
校
建
設
協
力
委
員
会

(

委

員
長
河
口
亨)

様
＝
瑞
浪
小
学
校
建

設
に
際
し
、
植
栽
を
主
体
と
し
た
環

境
整
備
、
瑞
浪
小
学
校
へ

◎
㈱
ア
ル
ペ
ン

(

代
表
取
締
役
水
野
泰

三)

様
＝
五
十
一
万
六
千
八
百
五
十

三
円(

ゴ
ル
フ
５
レ
デ
ィ
ー
ス
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
金)

、
福
祉
事
業
ヘ

10
月
３
日
、
晴
天
に

恵
ま
れ
た
中
山
道
大
湫

宿
で
、
江
戸
時
代
か
ら

続
く
、
神
明
・
白
山
両

神
社
の
祭
礼
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

一
年
に
一
度
、
こ
の

日
に
合
わ
せ
て
里
帰
り

を
す
る
人
も
多
く
、
当

日
は
二
百
人
の
人
出
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

祭
り
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
御
輿
は
尾
張
徳
川

家
か
ら
、
山
車
は
犬
山
城

主
成
瀬
家
か
ら
譲
り
受

け
た
も
の
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

昭
和
29
年
に
施
行
さ
れ
た
納

税
組
合
奨
励
金
交
付
条
例
が
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
・
口
座

振
替
制
度
の
普
及
な
ど
を
理
由

に
、
平
成
12
年
３
月
を
も
っ
て

廃
止
さ
れ
ま
す
。

納
税
組
合
に
ご
加
入
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
皆
様
方
に
は
、

大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
納
税
に
つ
い
て

ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
納
税
方
法
に
は
、
安

全
確
実
な
口
座
振
替
制
度

(

全

期
前
納
可
能)

も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

税
務
課�
内
線
１
２
０

平成11年10月15日



７

陳団長と�嶋市長
英英語語ススピピーーチチココンンテテスストト第第�

回回

����������
被災者を助けよう

我
が
家
で
出
来
る

�������
昭
和
62
年
か
ら
瑞
浪
市
と
友

好
提
携
を
し
て
い
る
、
中
国
湖

南
省
醴
陵
市
の
政
府
友
好
団

(
陳
啓
来
団
長
他
７
名)

が
９

月
29
日
に
来
日
、
10
月
３
日
ま

で
瑞
浪
市
に
滞
在
し
、
交
流
会

や
公
共
施
設
・
陶
磁
器
工
場
・

ス
ー
パ
ー
等
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

醴
陵
市
と
は
民
間
交
流
も
盛
ん

に
行
わ
れ
、
市
内
の
陶
磁
器
メ
ー

カ
ー
で
は
、
現
在
ま
で
に
研
修
生

２
３
６
名
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
長
年
の
功
績
に
よ
り
、

９
月
14
日
に
村
瀬
玄
昌
瑞
浪
市

国
際
交
流
協
会
長
が
、
醴
陵
市

初
の
栄
誉
市
民
に
選
ば
れ
て
い

ま
す
。

９
月
30
日
、
瑞
陵
中
学
校
で
、
中
学

生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催

さ
れ
、
２
年
生
の
暗
唱
部
門
、
３
年
生

の
ス
ピ
ー
チ
部
門
で
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。(

敬
称
略)

◎
暗
唱
部
門

最
優
秀
＝
武
田
季
詩
子

(

瑞
浪)

、
優
秀
＝
谷
渕
貴
啓

(
麗
澤)

奨
励
賞
＝
安
藤
雅
紘

(

稲
津)

・
渡
辺

さ
ゆ
り(

日
吉)

・
堀
部
光
宏(

釜
戸)

堀
ま
り
恵(

瑞
陵)

・
羽
柴
健
司(

陶)

◎
ス
ピ
ー
チ
部
門

最
優
秀
＝
水
谷
健
二(

麗
澤)

、
優
秀
＝

酒
井
一
樹

(

瑞
陵)

、
奨
励
賞
＝
土
屋

美
香

(

日
吉)

・
水
野
頼
重

(

釜
戸)

小
木
曽
友
則

(

陶)

・
三
宅
あ
い

(

瑞

浪)

・
松
田
尚
子

(

稲
津)

９
月
28
日
、
稲
津
小
学
校
国

際
交
流
ク
ラ
ブ

(

岩
島
理
恵
子

部
長)

の
児
童
ら
が
中
心
と
な

り
、
募
金
や
運
動
会
の
バ
ザ
ー

な
ど
で
集
め
た
義
援
金
、
七
万

二
千
六
百
十
円
を
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
地
震
で
被
害
を

受
け
た
ト
ル
コ
と
台
湾
へ
半
分

ず
つ
送
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
と
、
日

頃
か
ら
交
流
の
あ
る
稲
津
寿
大

学
の
人
達
が
協
力
し
、
９
月
26

日
の
小
学
校
運
動
会
で
、
手
作

り
ク
ッ
キ
ー
や
ビ
ー
ズ
の
小
物

等
を
販
売
し
て
募
金
活
動
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

８
月
１
日
号
の
広
報
み
ず
な
み
で
、

あ
な
た
の
家
の
ご
み
減
量
の
ア
イ
デ
ア

募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
意

見
や
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

◎
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
を
使
用
し
て
生

ご
み
を
処
理
し
て
い
ま
す
。

◎
ご
み
や
環
境
問
題
に
限
ら
ず
、
全
て

は
私
た
ち
の
意
識
改
革
、
無
関
心
な

人
に
ど
う
や
っ
て
訴
え
て
い
く
か
、

個
人
個
人
が
少
し
ず
つ
で
も
努
力
し

な
け
れ
ば
、
問
題
は
解
決
し
な
い
と

思
い
ま
す
。

(

土
岐
町
Ｇ
さ
ん)

◎
買
物
時
に
は
買
物
カ
ゴ
を
持
参
す
る

と
便
利
で
す
よ
。

◎
紙
の
全
て
を
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
せ
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
か
な
り
ご
み
が
減

る
は
ず
で
す
。(

土
岐
町
Ｆ
さ
ん)

◎
各
市
町
村
主
催
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
行
う
こ
と
を
盛
ん
に
す
る
と
良

い
と
思
い
ま
す
。(

多
治
見
市
Ｓ
さ
ん)

◎
コ
ン
ポ
ス
ト
、
ボ
カ
シ
容
器
、
生
ご

み
処
理
機
は
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
利

用
出
来
ま
す
の
で
、
各
家
庭
に
合
っ

た
方
法
で
生
ご
み
処
理
を
し
ま
し
ょ

う
。

(

土
岐
町
Ｈ
さ
ん)

今
後
の
ご
み
減
量
施
策
に
生
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
環
境
課�
内
線
４
９
０
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８

生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
③

Ｈ11

�����
教育委員会委員
小栗幸江さん

教育委員会委員長
小木曽正敏さん

����������������
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に

11
月
は
、
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
で
す

委委委
員員員
長長長
ににに
小小小
木木木
曽曽曽
正正正
敏敏敏
さささ
んんん

◆
小
栗
幸
江
委
員
の
抱
負 ��������代

表

森
本

房
子

10
月
１
日
、
第
十
回
教
育
委
員
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
一
年
間
教
育

委
員
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
野
平
統
一

郎
さ
ん

(

高
月
町)
に
代
わ
り
、
陶
町

の
小
木
曽
正
敏
さ
ん
が
新
し
く
委
員
長

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

委
員
長
の
任
期
は
１
年
で
、
教
育
委

員
会
の
会
議
を
主
宰
し
、
教
育
委
員
会

を
代
表
し
ま
す
。

ま
た
、
定
例
会
に
先
立
ち
新
教
育
委

員
と
し
て
、
日
吉
町
の
小
栗
幸
江
さ
ん

に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
委

員
は
、
教
育
委
員
会
の
規
則
の
制
定
や
、

学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
方
針
の
決
定

の
ほ
か
、
教
育
予
算
に
つ
い
て
意
見
を

申
し
出
る
な
ど
、
市
の
教
育
の
重
要
事

項
を
審
議
し
ま
す
。
委
員
の
任
期
は
４

年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
教
育
委
員
会
は
、
早
瀬
宣
明
さ

ん

(

明
世
町)

、
近
藤
愼
平
教
育
長
を

含
め
て
５
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
が
各
地
区
で
実
践
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
毎
日
の
よ
う
に
社

会
問
題
や
殺
伐
と
し
た
事
件
が
マ
ス
コ

ミ
に
よ
っ
て
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
背
景
に
は
、
現
代
社
会
に
お
け

る

｢

ゆ
と
り｣

と

｢

相
手
を
思
い
や
る

気
持
ち｣

の
欠
如
が
大
き
な
原
因
と
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
ろ
の
教
育
、
ゆ
と
り
の
教
育
が

大
切
だ
と
考
え
、
少
し
で
も
お
手
伝
い

が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

先
輩
諸
氏
の
ご
指
導
を
賜
り
、
責
任

を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
づ
れ
の
御
時
に
か
、
女
御
更
衣
あ

ま
た
侍
ひ
給
ひ
け
る
中
に
…
…
。
で
始

ま
る
こ
の
物
語
は
、
日
本
文
学
作
品
の

中
で
第
一
級
品
世
界
古
典
の
殿
堂
に
加

え
ら
れ
、
現
に
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ

て
い
ま
す
。
誰
れ
も
が
一
度
は
耳
に
し

目
に
し
た
憧
れ
の
美
し
い
文
学
で
す
。

源
氏
物
語
と
の
出
会
い
は
、
元
県
立

恵
那
高
校
で
教
鞭
を
お
と
り
に
な
っ
て

い
た
、
加
藤
知
江
先
生
を
講
師
と
し
て
、

こ
の
学
習
の
場
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
が
契
機
で
し
た
。
こ
れ
は
卒
業

生
数
名
の
熱
心
な
働
き
か
け
に
よ
る
も

の
で
し
た
。

平
成
四
年
八
月
に
市
民
図
書
館
で
開

講
し
た
こ
の
会
は
、
多
数
の
受
講
者
で

盛
り
上
が
り
、
以
来
今
年
で
満
七
年
に

な
り
ま
す
。
会
員
は
市
内
外
合
わ
せ
て

三
十
余
名
、
年
齢
も
五
十
代
か
ら
八
十

代
と
幅
広
く
、
皆
さ
ん
勉
学
の
意
気
に

燃
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

講
義
日
時
は
毎
月
第
二
・
第
四
水
曜

日
の
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十

分
の
二
時
間
、
現
在
講
義
回
数
は
百
四

十
四
回
を
数
え
て
い
ま
す
。

先
生
の
変
わ
ら
ぬ
美
声
、
歯
切
れ
の

よ
い
註
釈
に
よ
り
、
こ
の
長
大
で
難
解

な
原
文
を
何
の
苦
痛
も
覚
え
ず
学
ぶ
事

が
出
来
ま
す
。

こ
の

『

光
源
氏
の
世
界』

を
学
ぶ
に

つ
け
、
単
に
平
安
貴
族
の
雅
さ
、
彩
り

の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
の
時
代
の
様
々

な
社
会
機
構
の
中
で
、
女
性
達
が
い
か

に
賢
明
な
生
き
方
を
し
て
い
た
か
を
教

え
ら
れ
、
考
え
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
年
を
重
ね
て
も
講
義
の

続
く
限
り
、
学
び
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

来
る
十
一
月
六
日�
に
は
、
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
椙
山
女
学
園
大
学

の
武
山
隆
昭
教
授
の

『

源
氏
物
語
講
演

会』
(

午
後
一
時
三
十
分
開
演)

が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。



９

日本画 『桐の花』 安藤いとゑ

洋画 『冬の朝』 佐々昇一

書 『五言律詩』
加藤房子

デザイン・工芸 『モダニズムの妄想』 増田 豊

陶芸 『枝だれ』 土屋 廣

彫塑 『夏の華』
間宮弘一

第��回�� �� �� �� �� ��日

本

画

市
展
賞

安
藤
い
と
ゑ

小
田
町

特
選
賞

中
島
雅
子

寺
河
戸
町

優
秀
賞

工
藤
町
市

上
平
町

洋

画

市
展
賞

佐
々
昇
一

須
野
志
町

特
選
賞

高
橋
玲
子

安
城
市

大
山
基
久

山
田
町

後
藤
喜
代
子

山
田
町

優
秀
賞

吉
川
慧
介

名
古
屋
市

間
瀬
了
司

山
田
町

永
井
弘
人

江
南
市

市
川
ひ
さ
み

釜
戸
町

�６８－２１１１
芸
術
の
秋
を
彩
る
市
美
術
展
が
、
９
月
25
日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
三
百
二
十
四
点
の
応
募
が
あ
り
、
入
選

以
上
の
作
品
二
百
六
十
六
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
優
秀
賞
以
上
の
方
は
次
の

み
な
さ
ん
で
す
。(

敬
称
略)

陶

芸

市
展
賞

土
屋

廣

土
岐
市

特
選
賞

加
藤

隆

土
岐
市

優
秀
賞

加
納
洋
子

寺
河
戸
町

書
市
展
賞

加
藤
房
子

土
岐
市

特
選
賞

澤
田
智
子

土
岐
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加
藤
美
ゆ
き

明
世
町

優
秀
賞

吉
村
倫
子

名
古
屋
市

黒
木

都

土
岐
町

写

真

市
展
賞

宮
地
美
和
子

樽
上
町

特
選
賞

小
木
曽
時
夫

樽
上
町

青
木
正
道

瀬
戸
市

優
秀
賞

川
西
美
和
子

多
治
見
市

伊
野
重
幸

土
岐
町

優
秀
賞

岡
山
義
統

高
富
町

岩
島
孝
夫

陶

町

早
川

勇

寺
河
戸
町

肥
田
佳
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土
岐
町

写真 『まさみ16才』 宮地美和子

デ
ザ
イ
ン
・
工
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市
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賞
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寺
河
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町

特
選
賞

林

正
男

山
田
町

鈴
木

珠

西
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村
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賀
台
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稲
津
町

伊
藤
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綾

土
岐
町

石
王
恵
津
子

土
岐
町

伊
藤

昇

陶
町

彫

塑

市
展
賞
間
宮
弘
一

岐
阜
市

特
選
賞
田
澤
吉
史

加
子
母
村

優
秀
賞
若
尾
信
二

恵
那
市
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臨時休館のお知らせ
10月26日�～29日� 『ばく書休館日』
館内の整理､ 傷んだ本の補修のため休館します｡
ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします｡

～四季の花々より～

�６８－５５２９��������月�日�
～��月�日�
(９) 定員の状況 部門別職員数の状況

(８) 特別職の報酬等の状況

(注) 職員数は一般職に属する職員数であり､ 地方公務
員の身分を保有する休職者等を含み､ 臨時又は非
常勤職員を除いています｡

(平成11年４月１日現在)

(平成11年４月１日現在)
(７) 職員手当の状況 (続き)

11月の移動図書館
こ ま ど り 号 ����巡回日 ステーション 時 間

10日� 小 里
萩 原

15:30～16:00
16:10～16:30

11日� 半 原
鶴 城
名 滝

15:30～15:50
16:00～16:20
16:30～16:50

12日� 日吉コミュニティーセンター
宿

月 吉

15:10～15:50
16:00～16:20
16:30～16:50

17日� 棚 田 山
羽 広

15:30～16:00
16:10～16:30

19日� 明 賀 台
新 山 田

15:20～15:50
16:00～16:20

20日� 薬 師
白 倉
細 久 手
深 沢

13:30～14:00
14:20～14:50
15:00～15:20
15:30～16:00

21日� 猿 爪
大 川
水 上
旭 町
サニーヒルズ

11:00～12:00
13:00～13:20
13:30～14:00
14:10～15:00
15:10～15:30

読 書 週 間
10月27日(読書の日)

～11月９日

時 間 外
勤務手当
(普通会計)

10年度
支 給 総 額 80,633千円

区分
部門

職 員 数 対前年増減数
職員１人当たり支給年額 223千円 平成9年 平成10年 平成11年 平成９年 平成10年 平成11年

９年度
支 給 総 額 65,451千円

一

般

行

政

議 会 4 4 4 △1
総 務 67 68 66 1 1 △2職員１人当たり支給年額 181千円
税 務 21 21 21 △3
労 働 1 1 1

調整手当
10 年 度
普通会計

支給対象地域 市の全域
農 林 16 15 14 △2 △1 △1

支 給 率 ３ ％
商 工 10 11 10 △1 1 △1

支給対象職員 全 職 員 土 木 31 30 30 3 △1
国の支給率 － 民 生 86 83 85 △3 2

衛 生 46 48 51 5 2 3
小 計 282 281 282 2 △1 1

特別
行政

教 育 89 83 83 △1 △6
消 防 47 48 49 △1 1 1

区 分 給料・報酬 期末手当(10年度支給割合)
小 計 136 131 132 △2 △5 1

市 長 月額 890,000円 ６月期2.2 月分
12月期2.5 月分
３月期0.55月分
計 5.25月分

公営
企業
等

水 道 11 12 11 △1 1 △1
助 役 月額 730,000円 下水道 18 19 19 1

その他 5 5 5収 入 役 月額 670,000円
小 計 34 36 35 △1 2 △1

議 長 月額 430,000円 ６月期2.2 月分
12月期2.5 月分
３月期0.55月分
計 5.25月分

総 合 計 452 448 449 △1 △4 1
副 議 長 月額 390,000円

議 員 月額 375,000円

今
回
の
ミ
ニ
展
は
、
寺
河
戸
町
の
永
島
明
子
さ
ん
の
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。

７
年
程
ま
え
か
ら
一
筆
書
を
は
じ
め
ら
れ
、
四
季
を
通
し

て
花
々
の
美
し
さ
が
表
現
さ
れ
た
そ
の
作
品
は
、
見
る
人
の

心
に
感
動
を
与
え
ま
す
。
そ
ん
な
折
々
の
一
筆
書
を
30
点
程
、

展
示
し
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ミニ展のご案内

)

)



(１) 人件費の状況 (普通会計決算)

(注) 人件費には､ 特別職に支給される給料､ 報酬等も
含まれています｡

(２) 職員給与費の状況 (普通会計予算)

(注) １､ 職員手当には退職手当は含まれていません｡
２､ 給与費は当初予算に計上された額であり､
給与改善分 (1.0％) を含んでいます｡

(３) 職員の平均給料月額・平均給与
月額及び平均年齢の状況

(注) 一般行政職は､ 一般職のうち税務職・医療技術職
・保健職・消防職・技能労務職・教育職・企業職
を除いた職員をいいます｡ 瑞浪市全職員449人のう
ち一般行政職は262人､ 技能労務職は82人です｡

(４) 職員の初任給の状況 (注) 退職手当の１人当たり平均支給額は､ 10年度に退職
した全職種に係る職員に支給された平均額です｡

(注) １､ 職員数は､ 本市給与条例に基づく給料表の各級
の在級者数です｡

２､ 標準的な職務内容とは､ それぞれの級に該当す
る代表的な職名です｡

(注) 経験年数とは､ 卒業後ただちに採用され引き続き勤
務している場合の採用後の年数をいいます｡

(平成11年４月１日現在)

(平成11年４月１日現在)

(７) 職員手当の状況 (平成11年４月１日現在)

(５) 職員の経験年数別･学歴別平均給料月額の状況
(平成11年４月１日現在)
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(６) 一般行政職の級別職員数の状況
(平成11年４月１日現在)

瑞 浪 市 の 職 員 給 与 等 の 公 表
この公表は､ 瑞浪市職員の給与等の実態についてお知らせするものです｡

区 分
住民基本
台帳人口
(年度末)

歳出額

Ａ

実質収支 人件費

Ｂ

人件費率

(Ｂ／Ａ)

(参考)
９年度
の人件
費 率

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 268,900円 318,900円 366,700円

10年度
人

41,262

千円

14,152,036

千円

207,344

千円

3,491,045

％

24.7

％

25.2

高校卒 210,200円 268,900円 318,900円

技能労務職 高校卒 208,100円 243,100円 273,700円

区 分 ８級 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

計
区 分

職員数

Ａ

給 与 費
１人当た

り給与費

(Ｂ／Ａ)

標準的な

職務内容
部長 課長

課長

補佐
係長 主査 主事 主事 主事補

給料 職員手当
計

Ｂ
うち期末･
勤勉手当

職員数(人) 10 31 37 69 48 20 34 13 262

11年度
人

413

千円

1,644,861

千円

1,130,660

千円

807,178

千円

2,775,521

千円

6,720

構成比(％) 3.8 11.8 14.1 26.4 18.3 7.6 13.0 5.0 100.0

区 分 市 国

期末手当
勤勉手当
(10年度
支給割合)

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 1.6 月分 0.6月分 ６月期 1.6 月分 0.6月分

区 分

一般行政職 技能労務職
12月期 1.9 月分 0.6月分 12月期 1.9 月分 0.6月分

平均給料

月 額

平均給与

月 額

平 均

年 齢

平均給料

月 額

平均給与

月 額

平 均

年 齢

３月期 0.55月分 － ３月期 0.55月分 －

計 4.05月分 1.2月分 計 4.05月分 1.2月分

退職手当

(支給率)

自己都合 定年･勧奨 自己都合 定年･勧奨

市
円

348,000

円

407,700

歳

42.2

円

265,400

円

314,000

歳

46.4

勤続20年 21.0 月分 28.875月分 勤続20年 21.0 月分 28.875月分

勤続25年 33.75 月分 44.55 月分 勤続25年 33.75 月分 44.55 月分

勤続35年 47.5 月分 62.7 月分 勤続35年 47.5 月分 62.7 月分

最高限度額 60.0 月分 62.7 月分 最高限度額 60.0 月分 62.7 月分

１人当たり
平均支給額

19,357千円 30,307千円 － － －

その他の
加算措置

定年前早期退職加算措置 2～20％
退職時特別昇給 １号給

その他の
加算措置

定年前早期退職加算措置 2～20％
退職時特別昇給 １号俸

区 分

市 国

特殊勤務
手 当
10 年 度
普通会計

区 分 全 職 種
決 定

初任給

採用２年
経 過 後
給 料 額

決 定

初任給

採用２年
経 過 後
給 料 額

職員全体に占める手当支給職員の割合 35.4％
支給対象職員１人当たり平均支給年額 85,893円
手 当 の 種 類 ( 手 当 数 ) 8種類

一般行政職
大学卒 174,200円 188,500円 174,200円 188,500円

代表的な手当の名称
支給額の多い手当 清掃業務手当

多くの職員に支給
されている手当 消防職員手当高校卒 141,700円 151,600円 141,700円 151,600円

�６８－２１１１

( )
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生涯学習施設 11月の休館日

相 談 コ ー ナ ー

パートと配偶者(特別)控除 �����������
パートの年収 配偶者控除 配偶者特別控除

103万円未満
受けられる

受けられる

103万円 受けられない

103万円超141万円未満
受けられない

受けられる

141万円以上 受けられない

東濃養護学校窯まつり

バサラ瑞浪新曲発表会

瑞浪山岳会 第17回市民登山

瑞浪市職員募集

総合文化センター １日､４日､８日､15日､22日､24日､29日

市 民 図 書 館 １日､４日､８日､15日､22日､24日､29日､30日

市 民 体 育 館 ２日､４日､９日､16日､23日､24日､30日

化 石 博 物 館
陶 磁 資 料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊

１日､ ２日､ ４日､ ８日､ 15日､

22日､ 24日､ 29日､ 30日

サイエンスワールド １日､４日､８日､15日､22日､24日､29日

文 化 会 館 ４日､ 11日､ 18日､ 25日

パート収入は､ 通常､ 給与所得になります｡
夫に所得があり､ 妻がパートで働く揚合を考え
てみると､ 配偶者控除 (38万円) は､ 妻のパー
ト収入が 103万円までであれば､ 受けられます｡
また､ 配偶者特別控除 (最高38万円) は､ 妻
の所得によって調整されますが､ パート収入が
103万円を超えても 141万円未満であれば､ 受
けることができます｡ パートと配偶者 (特別)
控除の関係は､ 次のとおりです｡

詳しくは多治見税務署へ ���－����
◆期日＝10月31日�９時40分～15時 (雨天実施)
◆会場＝校内 (土岐市泉町河合)
◆内容＝野焼き窯の窯出し・作品展・祭典・
陶芸実技コーナー・ＰＴＡのバザーなど
◆問合わせ＝岐阜県立東濃養護学校 �55-4821
◆目的地＝屏風山 (笹平コース)
◆日時＝11月14日� 雨天の場合は中止
◆集合＝瑞浪市役所前８時30分
◆持ち物＝水筒・昼食・行動食・雨具
◆参加費＝ 794円 (保険・車代)
◆定員＝60名 (定員になり次第締切)
◆申込先＝スポーツ振興課 ���－����
市役所市民相談室
◆母子相談 福祉課 �内線���
日時…11月２日� ９時～12時

11月３日�
総合文化センター

第一部 13時～
演題 『理想と人生』
講師 元内閣総理大臣

細川護�氏
土岐一族である｢明智光秀の理想｣とその
娘｢細川ガラシャの思い｣を交えながら､
自分の人生を語る｡ 入場料 500円
(同時講演 旧沼田藩主･子爵家 土岐實光氏)
演題 『美濃から江戸へ 土岐明智氏の繁栄』
第二部 殿と一緒に無礼講 15時～
細川氏を囲んでバサラの宴を行います｡
入場料 3,500円 (第一部入場料を含む)
問合わせ 総合文化センター���-����
美濃源氏フォーラム事務局���-����

日時＝10月17日� 19時～
会場＝瑞浪市民体育館
10月23日�の国民文化祭オープニングパレー
ドにてバサラ瑞浪チーム 230名が踊る新曲 ｢は
るこまワッショイ｣ の事前発表会を行ないます｡
本番には岐阜市金華橋通り等をパレード､ フィ
ナーレでは観客と一体となって総踊りで盛り上
げます｡

▼採用予定職種と人員
・技能員 (平成12年１月１日採用予定者) ２名
・技能員 (平成12年４月１日採用予定者) ２名
クリーンセンター､ 浄化センター､ 給食セン
ター､ 運転業務等に従事

▼受験資格および試験
・受験資格＝健康で身元確実な､ 昭和39年４月
２日以降に生まれた方で大型自動車運転免許
取得者２名､ 普通自動車運転免許取得者２名
の採用を予定しています｡ 学歴は問いません｡
・試験＝11月17日�

(作文､ 面接､ 適正､ 体力測定)
▼提出書類＝申込書 (市役所秘書課に用意)
▼応募期限＝平成11年10月15日�から11月１日�
まで 郵送の場合11月1日消印有効(期限厳守)
▼問い合わせ・申込先＝秘書課�内線���・���
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母子健康手帳の交付

歯科講演会のお知らせ子宮(頸)がん集団バス検診
期 日 時 間 場 所 個人負担

11月２日� 13時～14時 保健センター ５００円

子宮がん・乳がんの
医療機関検診のお知らせ

『薬と健康の週間』 10月17日～23日

健康相談 〈場所＝保健センター〉

乳幼児健診・歯みがき教室 〈場所＝保健センター 料金＝無料〉

健 診 名 期 日 時 間 対 象 者 持 ち 物

４ カ 月 児 健 康 診 査 10月26日� 13時～14時
第一子は13時開始 平成 11年６月生まれ 母子健康手帳

３ 歳 児 健 康 診 査 10月29日� 12時30分開始 平成８年９月生まれ
早朝尿 (50㏄位)
歯ブラシ､ コップ
母子健康手帳

６ カ 月 児 健 康 診 査
お よ び 離 乳 食 教 室 11月２日� ９時30分

～９時45分 平成 11年５月生まれ 母子健康手帳

２歳児歯みがき教室 11月１日�
９時～11時

平成９年 11月生まれ 母子健康手帳
歯ブラシ､ コップ
※汚れてもいい服装で
おいでください２歳６カ月児歯みがき教室 11月４日� 平成９年５月生まれ

６歳臼歯ムシ歯予防教室 10月27日� 14時30分開始 平成５年 10月生まれ 母子健康手帳
コップ､ タオル

●対 象 者…30歳以上の女性 (定員60名)
●申し込み…電話等で保健センターへ

家族調査票で子宮がん､ 乳がんの医療機関検
診を希望された方に､ 受診票を送りました｡ 有
効期限が切れてしまった方で受診を希望される
方は､ 保健センターへ電話連絡してください｡

◆乳幼児相談…11月10日� ９時30分～11時
乳幼児の身長､ 体重測定や育児相談
◆栄養相談…11月10日� ９時～15時
栄養士による相談 ＊要電話予約
◆医師による健康相談…11月10日�14時～15時
血圧測定､ 検尿､ 医師による個別相談

10月20日･27日､ 11月10日･17日･24日

９時30分に保健センターにお集まりください｡
＊印鑑をご持参ください｡
＊初妊婦の方は交付後30分程度のお話が
あります｡

演題 『介護と口腔ケア』
講師 牛山京子先生

(山梨県歯科衛生士会会長)

●日 時 10月21日� 13時30分～16時

●場 所 瑞浪市役所 ２階大会議室

●主 催 瑞浪口腔保健協議会

瑞浪歯科医師会

＊お気軽に参加ください｡ (参加費無料)

＊問い合わせ 瑞浪市保健センター

医薬品が手に入りやすくなった反面､ 誤用が
増えています｡ 次のことに注意しましょう｡
●使用時期､ 使用量､ 使用方法などを守る｡
●種類によっては､ 臓器の機能低下をまねい
たり副作用を起こすことがあるため､ 重複
した使用はさける｡
●薬の保存は､ 日光・高温・湿気のある所・
子供の手の届く所は避ける｡

●医師､ 薬剤師など専門家に相談して使用する｡
ご存じですか？ �医薬品副作用被害救済制度 �
適正に使用したにもかかわらず､ 医薬品に
よって発生した副作用で疾病・障害・死亡し
たとき､ 救済制度が受けられます｡
詳細は医薬品副作用被害救済・研究振興調
査機構 (総務部企画課相談係) へ｡���-����-����
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10月より従来のサイズよりひとまわり小さな
サイズのごみ袋をつくりました｡
・サイズ ：50㎝×70㎝ (30�)
・店頭価格：30枚１袋 426円 (消費税込み)
※小さなサイズのごみ袋には小と記してある他､
赤字で記された承認書が入っています｡

◎市指定ごみ袋 小サイズを導入

講演会

古紙配合率100％再生紙
を使用しています
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収集日
収 集 地 区

不 燃 ご み 資 源 ご み

１日� 釜戸町 (宿､ 竜吟団地､
東・中・西大島)､ 大湫町

桜堂､ 名滝､ 名滝団地､
下沢､ 奥名､ 庄�洞､
仲�平､ 大草､ 大久手

２日� 釜戸町 (上記以外の地区)

４日� 松�瀬町､ 薬師町､ 明世町 日吉町(本郷､ 白倉､ 宿洞､
宿､ 南垣外､ 半原､ 常柄)

５日� 一色町､ 樽上町､ 公園､
上野町､ ひばり�丘 日吉町 (上記以外の地区)

『リサイクルフェアみずなみ'99』
８日� 小田町､ 西小田町､ 和合町､

大法原団地

９日� 本町､ 浪花､ 中組､ 竜門､
益見､ 上平町､ 学園台

一日市場､ 木暮､ 水の木､
朝日町､ 清水

10日� 宮前町､ 高月町､ 下沖町､
須野志町

陶町 (猿爪)

11日� 稲津町 (小里) 陶町 (水上､ 大川)

12日� 稲津町 (萩原) 栄町､ 元町

環境にやさしい
キッチンストレーナーを

15日� 鶴城､ 鶴城団地､ 市原 松�瀬町､ 薬師町､ 明世町
16日� 小田町､ 西小田町､ 和合町､

大法原団地

17日� 一日市場､ 木暮､ 水の木､
朝日町､ 清水

山田町､ 明賀台

18日� 陶町 (猿爪)
本町､ 浪花､ 中組､ 竜門､
益見､ 上平町､ 学園台

19日� 陶町 (水上､ 大川)
宮前町､ 高月町､ 下沖町､
須野志町

21日� 休日持込み日(一般家庭の不燃ごみ・地域清掃不燃ごみ)

22日� 桜堂､ 名滝､ 名滝団地､
下沢､ 奥名､ 庄�洞､
仲�平､ 大草､ 大久手サイズ フランジ径 直 径 高 さ

24日� 日吉町(本郷､ 白倉､ 宿洞､
宿､ 南垣外､ 半原､ 常柄)

釜戸町 (宿､ 竜吟団地､
東・中・西大島)､ 大湫町

Ｌ 14.5cm 12.0cm 11.0cm
Ｍ 14.0cm 12.0cm 11.0cm

25日� 日吉町 (上記以外の地区) 釜戸町 (上記以外の地区)Ｓ 13.5cm 11.0cm 11.0cm

26日� 一色町､ 樽上町､ 公園､
上野町､ ひばり�丘

29日� 山田町､ 明賀台

30日� 栄町､ 元町 鶴城､ 鶴城団地､ 市原

12月１日 松�瀬町､ 薬師町､ 明世町 稲津町 (小里)

『私たちの生活とダム』 12月２日 釜戸町 (宿､ 竜吟団地､ 東・中・
西大島)､ 大湫町 稲津町 (萩原)

◎資源集団回収の実施予定日
11月21日 (日吉小学校､ 瑞浪中学校)
※詳細については､ 各園・各学校にお問い合わせください｡

◎毎月第３日曜日 (午前９時～午後４時) に不燃ごみの持ち
込みができます｡
※持ち込めるごみ：一般家庭の不燃ごみ｡ 町内会並びにボ
ランティア活動による地域清掃不燃ごみ｡
※現地では､ リサイクルできるように､ ごみの分別を行っています
のでご協力をお願いします｡ 不燃物埋立処分場 �68－3029

人と地球にやさしい生活環境づくり､ ごみの
減量とリサイクルの推進をめざします｡
◆日時 11月６日�・７日� 10時～19時
◆会場 ユニー株式会社瑞浪店催事場

(瑞浪市薬師町２－72)
◆内容 リサイクル製品展示､ 分別収集の紹介

環境相談コーナーなど

生活排水､ 特に台所から出る調理くずや､ 残
飯は河川を汚す主な原因となっています｡ ｢土
岐川を美しくする会｣ ではこれらを集める ｢ス
テンレス製キッチンストレーナー｣ を特別価格
で斡旋しています｡ ご家庭でご利用ください｡
◆種類 (Ｌ・Ｍ・Ｓサイズ､ 共に同一料金)
・コーナータイプ＝1,100円 (税込)
・インナータイプ＝ 600円 (税込)

◆申込み・問合わせ＝電話にて環境課 (�内線���) へ｡ 品物は環境課またはお近くのコ
ミュニティーセンターで料金と引換えにお受
け取りください｡

◆日時 10月22日� 19時～21時
◆会場 総合文化センター 講堂 (３階)
◆講師 石橋雅子さん (小里川ダム工事事務所)
石橋さんは､ 河川の水質の専門家で､ 水質保

全の業務に携わっています｡ 建設監督官という
いかめしい肩書きですが､ 隣の土岐市の出身で､
家庭では妻であり主婦でもあります｡ 参加は会
員に限りません｡ テーマに興味を持たれた方､
多数ご来場ください｡ (主催 土岐地区婦人会)
◆照会先＝中央公民館 ���-����


